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自己学習を促すための看護技術実技試験を実施して
看学校　○板橋和子・石塚・井澤・山田・天野（祥）
1　はじめに
　新カリキュラム施行後4年経過する中で、基礎看護
技術グループでは、一年次の科目である基礎看護技術
のテキストを作成し、行動目標を明らかにすると共に、
学生の自己学習方法の教授、指導教員の増加、一年前
・後期の実技試験の工夫をし、指導を強化してきた。
　基礎看護技術の授業では、多くの技術項目を履修さ
せるたあ、授業中に実施した内容の反復練習の時間は、
ほとんど取れない。従って、臨床実習などの現実的な
必要性を実感しない一年度に、いかに反復練習をさせ
るかは、私たちの一つの課題であり、今回その対策と
して実技試験の方法を変更してみた。その結果、授業
時間外の実習室の利用頻度が増加・練習量の増加・V
TR視聴・グループ討議が増えるという効果が見られ
たので、実技試験の経過・方法をまとあ報告する。
Il研究目的・方法
　1．目的
看護技術実技試験における練習状況の把握と前期実
技試験を実施しての学生の学びを明らかにする。
　2．対象及び方法
（1）対象：本校29～31回生（すべて1年間）
（2）期間：平成4年～平成6年
（3）方法＝①平成4・5・6年の1年生（29～31回生）
　　　　　の前期実技試験前の校内実習申し込み用
　　　　　紙より実習室利用状況把握。
　　　　②平成6年度1年生（96名）の前期実技試
　　　　　験終了後アンケート（表2）より把握。
　　　　　アンケート回収率　96％
（4）校内の実習申し込み用紙と31回生へのアンケート
　　内容
表1．校内実習申し込み用紙
　　　　（授業時間外用）
申込月日
実習項目
実習日時
実習場所
冷暖房
給　　平
年　　月　　日
月　　日（　）
時　　分～
時　　分まで
第1・第2実習室
要　　・　不　　冷
肉　　・　不　　要
実習室使用者
　学年：
代表者：
氏　名：
年
人　数： 名
必要物品および実習方法：
＊原則として前日までに科目担当数員に提出する
担当数員㊥
表2．31回生へのアンケート内容
管財連絡㊥
1．実技試験までの練習項目と回数
2．自信のある、又はない看護技術項目
3．実技試験で当たりたくなかった看護技術項目
4．実技試験方法に対する意見
5．教員の協力指導状況
6．その他
皿　前期実技試験の概要
1）　目標
　1年前期で学んだ基礎看護技術（日常生活への援助）
が原理・原則に基き、実施できるか確認する。
2）方法
（1）実技試験オリエンテーション
　実技試験日の2ヵ月前に、試験内容と方法、評価方
法、事前練習の期間と方法、服装・態度などについて
説明する。試験時の9事例（表3）を説明しておく。
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表3．実技試験問題の事例　　試験実施事例
　〈患者の状況〉
東山雅子さん、75歳、女性、脳梗塞の後遺症で左
半身麻痺が残っている。自力体動はできないが介
助にて短時間は起座になることは可能です。排泄
はベッド上での介助ですが時々失禁してしまうこ
とがあります。
　事例1
東山さんが入院してきます。ベッドメーキングと
環境済美をして下さい。G2分）
　事例2
東山さんは洗髪を希望しています。ベッド上でケ
リバードで洗髪して下さい。（20分）
　事例3
東山さんは左半身麻痺があり、麻痺側によく汗を
かきます。体温・脈拍・呼吸を測定し、記録用紙
に記入して下さい。　（電子体温計使用）　（10分）
　事例4
年半さんは体温測定後、38．2℃あり、手足は冷感
がありました。氷枕とゴム湯タンポを貼用して下
さい。　（10分）
　事例5
東山さんは少し血圧が高めで降圧剤を服用してい
ます。今朝の血圧は140／90mmHgであった。これら
の情報をもとに血圧測定をし、記録して下さい。
（8分）
　事例6
東山さんは左半身麻痺があり、やっと立位になれ
る状態です。散歩にいくために車椅子に移動させ
て下さい。（7分）
　事例7
東山さんは、足が冷えて眠れません。就寝前にベ
ッド上で足浴をしてください。（12分）
　事例8
ナースコールがあり訪室したところ、排尿の訴え
がありました。介助して下さい。便器、尿器を使
用するかは本人の好みを確認して下さい。（7分）
事例9
背部を清拭し、寝衣（ゆかた式寝巻）を交換し、
安楽に休ませてください。　（15分）
（2）試験会場の設営
待　●
機　●
学　●
生　●
は
他　●
者　●
の　●
試　●
験
状　●
況　●
を　●
見　●
学
す　●
る　●
　　e
　　e
試験項目5事例提示の紙
進行・時間係の教員1名
看護亭亭（交欄）
患　者　役
（交代制）
試験官1
看護者役（丁半）
患　者　役
（交代制）
試験官3
看護者役（交燗）
患　者　役
（交代制）
試験官5
看護下役（交響）
患　者　役
（交代制）
試験官7
※オリエンテーションで説明
　した9事例中の5事例を順
　番に試験していく。
　　　　　　　　　　e
　　　　患　者　役　　●
試験官2　（交代制）　　●
　　　看護者役（交燗）　●
試験官4
患　者　役
（交代制）
看護者役（交陥）
e
e
e
e
試験官6
患　者　役
（交代制）
看護者役（交欄）
e
e
e
e
試験官8
患　者　役
（交代制）
　　　　　　　　　　　↑　　　　看護者役（交燗）
※試験管は、チェックリストに基づき観察法で評価する。
※学生は、1グループ6人とし指定ベッドにつく。試験順番は
　くじびきとし、試験直前までどの事例の試験項目が当たるか
　わからない。
e
e
e
e
（3）試験項目と学生の動き
　　試験項目と学生の1グループ6人置動きは表4の
　　通りである。
　表4．試験項目と学生の動き
M オリエンテーショ十七項目 識項目0印 試験時間 看護者役 患者役 待機学生
1 ベッドメーキング・環朧備 ○ 12分学生1・2学生3 学生455
2 洗髪（ケリパート鯛）
3 バイタルサイン測定・諜
4 氷枕・融ンポ轍
5 証羽十・講 ○ 10分 3 4 1256
6 麟蛯の車解への顔 ○ 7分 4 5 1236
7 ベヲド上での足浴 ○ 12分 5 6 1234
8 排尿介助
9 背部清試・寝妓換・体位熱 ○ 15分 6 1 2345
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N　結果
1．実習室利用状況
　平成4～6年度の1年生の前期実技試験前における
実習室の利用状況は表5の通りである。実習室は、昼
休み・放課後・空き時間に活用されている。
　表5．実習室利用状況
年 回生 校般習申込み騰 オリエンテーション内容違い
職4年 29回生
i109） 96枚
職5年 30回生
i86） 57枚
試験項目名と項目数
i2つ）
燒ｾ状況設定なし
職6年 31回生
i96） 135枚 試験項目を多めに説明
2．31回生（1年頃）に関するアンケート集計
1）前期実技試験間での練習項目・回数（表6）
　　表6．実施回数と評点
事例の看護技術
練習回数　N＝92実技識
?　目 平均 一度も練習ｵない 最　多
平均点 蓋姦 蓉薯
棚1．ベッドメーキング・環難欝 ○ 6．7 1人 （1e回2Ll）36人79．632 2
2洗髪（ケリパート使用） 1．2 16 （5）　　2
3．バイタルサイン測定・調 2．6 12 （1嘱肚）3
4．氷枕・混タンボ幟 1．3 31 qO回以上）1
5．証測定測・講 ○ 5．2 2 （10回肚）21 68．416 5
6．贈賭の輔子への纐 ○ 3．1 4 （6＞　　3 80．816 0
7．ペヲド上での足浴 ○ 1．5 14 （6）　　2 66．516 5
8．排尿介助 2．6 5 （8）　　1
9．醐靖拭・舷交換・体位独 ○ 2．3 3 （9）　　1 69．116 4
2）　自信ある看護技術項目
　ベットメーキング、移動、バイタルサイン測定の順
であげている。理由は良く練習した・内容が簡単・時
間内で終了するなどをあげている。洗髪6名、背部清
拭10名は、いろいろ工夫したので自信があると答えて
いる。
3）前期実技試験で当たりなくなかった項目
　試験に当たりたくない事例は、洗髪59名、背部清拭
21名であった。理由は時間内に終わらない・準備が大
変・手順が難しい・お湯の準備が面倒であるなどをあ
げている。
4）　前期実技試験方法に対する意見
　試験の時に、実施状況を見られることや他の学生の
実施項目を見学することについては、やりがいがある
・患者への声かけや工夫したところが参考になったと
60名の学生は、肯定的に受けとめている。28名の学生
は、緊張し実力が発揮できなかったと感想を述べてい
る。
5）　教員の協力状況に対する意見
　教員は練習しやすいように協力してくれたかについ
ては、75名の学生は、“はい”と答えている。だが、
12名の学生は、放課後の練習の時教員が実習室にいな
い・何もしてくれなかったなどの不満が見られた。
6）その他
　実技試験全体に関しての学生の感想として、
・すべすの項目の試験があった方が良い。（15名）
・一ﾂ一つの看護技術をその都度試験してほしい。
・正解例を提示してほしい。
・チェック項目をオーンプンにしてほしい。
・実技試験を甘くみていた。
・試験に向かって友達と協力できたことが良かった。
・事例について友達といろいろ話し合った。
・練習が大切だということが実感できた。
・試験はやり直しがきくが本当の患者さんには、やり
　直しがきかないなどがあげられている。
V　考察
　このたび、看護技術実技試験における練習状況の把
握と実技試験を実施しての学生の学びを明らかにする
たあに、試験終了後アンケート調査を行った。まず、
実習室利用状況についてみてみると、表5からもわか
るように事前に試験の2項目を明確に説明していた平
成4・5年度の場合の実習室利用状況と、事前に実技
試験項目を多く伝えて試験をした今年度とでは、後者
の方が実習室利用状況、練習項目・回数は増えている。
その理由として、①オリエンテーションを早めに行い、
学生に練習の必要性を意識づけたこと。②学生は試験
に出ないとわかっているものは、なかなか練習しない
傾向にある。③試験範囲を多く伝えることや教員も広
範囲の練習教材整備に努力したことなどがあげられる。
練習回数の10回以上に含まれるものの中には、20回、
30回と練習した学生もいた。　「看護技術の学習は技を
取得する学習であり技術の学習は、感覚系と運動系と
呼応動作の習熟となる。このような協応動作の学習は、
練習の積み重ねによって習熟される。」1）といわれて
いる。応用力は原理・原則を踏まえ、何回も練習する
中で身につけられるものである。次に、練習項目と練
習回数について、表6をもとに考察する。洗髪・電法
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足浴は、練習量が少なかった。その理由として、お湯
を調整したり、準備に時間がかかったり、患者役が必
要であったり、実施時間が長いこと、状況設定してあ
る内容から方法を自分たちで考えなければならないこ
と、昼休みなどの短時間では練習できないことなどが
あげられている。同じ条件で練習量のやや多かった背
部清拭については、前年度の実技試験項目であること
が影響したものと思われる。次に自信のある看護技術
項目については、結果2－2）で述べた通りである。
学生は、内容が簡単で時間内で終了するものの他にい
ろいろ工夫したので自信があると答えている項目もあ
った。試験という外囲的動機づけではあるが、練習を
している中で「分かる」「できる」という体験が学生
に自信をっけさせ自主的な学習へとつながり、学習意
欲を向上させることがわかった。学生が当たりたくな
かった項目で最も多数を占めていたのが洗髪だったが、
今回は試験をしていない。次に多かったのが背部清拭
であったが不合格者割合は、他の試験項目と大差が見
られていない。試験の方法として前期実技試験を静か
な緊張感ある場で多くの人から見られるようにして行
ったことは、2／3の学生が勉強になると答えている。
患者への言葉かけ、配慮の仕方、工夫点などたくさん
の気づきをしている。ある程度の緊張感の中で実力が
出せるような練習の場をもっことや他者を客観画する
ことでケアのあり方について振り返る機会を持つこと
は大切なことと考える。田島氏は「技術の学習では、
その原理をある程度学んで、その後は、他人の技術を
みたり、自分で考えた技術を実践する機会をくりかえ
し、自己の技術を確立するプロセスが必要である。」
2）と述べている。また今回は、単に手順をチェックす
るのみでなく、患者の状況が考えられ、原理・原則を
想起しながら練習できるように援助項目の状況設定を
した。学生の中には、　「患者がいかに負担なく援助が
受けられるか、友達と練習しながら意見交換し、いろ
いろ工夫した」「患者はこのような状態だから自分は
このように考えたがそれで良いのか」などの意見や質
問を寄せた学生もいた。看護技術はこなすものではな
く、相手の思いを組み入れ、自分の行った技術が患者
の立場だったらどうか、患者の立場になって考える姿
勢を身につけることが求められている。患者の状況設
定をしたことは、多様な看護場面に活用できる応用力
や対象に対しての配慮を身につけるには効果的であっ
たと考える。このような実技試験の方法は、平成5年
度の後期、そして今回と二度目の試みであるが、学生
の反応から判断し自主的に反復練習を促すためには効
果的であったと考える。
VIおわりに
　このたび看護技術前期実技試験前の練習状況と学生
の学びについてまとめた。その結果、次ぎのような結
論を得ることができた。①事前に多くの試験項目を学
生に提示し、場・設備を開放することで学生の練習項
目と練習量は増す。②反復練習することは、学生の自
信につながり学生は、練習中の相互作用の中で工夫し
あうと共に達成感や充実感を味わうことができる。
　今後の課題として①学生間の看護技術の習熟度のレ
ベル差を縮めるために、限られた授業時間の中で原理
・原則を理解させていくための指導方法を今後も検討
していく。②さらに学生が看護技術への興味関心を深
めるために、自主的に自己学習できる学習環：境の整備
に努めていきたい。
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